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1 ■お問い合わせは　政策調整課 ☎ 42-1809まで

　市は、「輝く留萌挑戦物語」をテーマに、平成26年度の市政懇談会を、
平成26年11月29日㈯留萌産業会館２階大ホールにおいて、町内会役
員など市民71人の参加をいただき開催しました。
　市からの報告と皆さんからいただいた意見などをご紹介します。

未来に向け新しい流れ、輝き続ける留萌づくりを進めるために…

平成26年度 市政懇談会の報告

⑴
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
を

つ
く
ろ
う
」 

（
総　

務　

部
）

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
災
害
時

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

の
対
応
策
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
が
進
め

て
い
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
名
簿
の

整
備
、「
個
別
計
画
」
の
作
成
、
今
後
の

事
業
の
進
め
方
お
よ
び
今
後
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

⑵
今
年
の
除
排
雪
計
画
に
つ
い
て

 

（
都
市
環
境
部
）

　

近
年
の
降
雪
量
や
運
搬
排
雪
量
の
推

移
、
除
雪
出
動
基
準
や
作
業
時
間
帯
な
ど

の
除
雪
計
画
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
融
雪

機
の
無
料
貸
し
出
し
制
度
の
利
用
件
数
、

市
が
平
成
26
年
度
に
導
入
し
た
大
型
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

⑶
留
萌
市
の
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

（
市
民
健
康
部
）

　

近
年
の
高
齢
者
人
口
と
高
齢
化
率
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
、
要
支

援
・
要
介
護
度
認
定
区
分
の
目
安
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
流
れ
、
市
内
の

高
齢
者
向
け
施
設
の
種
別
の
説
明
、
介
護

費
用
と
保
険
料
の
推
移
、
平
成
27
年
度
か

ら
始
ま
る
次
期
（
第
６
期
）
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

⑷
首
都
圏
に
お
け
る
留
萌
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て 

（
地
域
振
興
部
）

　

日
本
一
の
生
産
を
誇
る
「
数
の
子
」
を

東
京
で
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
留
萌
フ
ェ
ア
な

ど
の
実
施
、
留
萌
産
品
の
販
路
拡
大
の
取

り
組
み
と
し
て
道
内
外
で
開
催
さ
れ
た
物

産
展
な
ど
へ
の
参
加
、
海
外
販
路
拡
大
を

目
指
し
、
サ
ハ
リ
ン
州
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
市
で
開
催
さ
れ
た
道
北
物
産
展
へ
の

参
加
、
首
都
圏
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
留

萌
食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
の
報
告
に
続
き
、
参
加
者
は
８

つ
の
班
に
分
か
れ
、
各
席
に
配
置
し
た
市

の
職
員
と
グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
意
見
や
質
問
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て
は
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e-rum

oi.jp/

）
に
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
質
問
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

大
切
に
し
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
意
見
や
要
望
を
市
政
の
参
考
に
し
、

未
来
に
向
け
新
し
い
流
れ
、
輝
き
続
け
る

留
萌
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
政
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
新
た
な
未
来
の
留
萌
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
を
持
ち
、
お
年
寄
り
が
い
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、
市
民
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
「
誇
り
と
満
足
を
め
ざ
す 

み
な
と
ま
ち
留
萌
」

を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聴
き
、
ま
た
、
情
報
の
共
有
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
政
懇
談
会
の
テ
ー
マ
と

市
か
ら
の
報
告

多
く
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ

い
た
グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換

分類項目 意見や質問の内容 回　　答

⑴災害に強い地域づくりのた　
　めに

「避難行動要支援者の個別計　　
　画をつくろう」

要支援者に関する個人情報の管理
はどこで責任を持つのですか。

町内会、市、消防署など関係機関が情報を共有
し、それぞれで責任を持ちます。

災害時に助けを当てにして待って
いた要支援者が亡くなってしまい、地
方の家族から訴えられた場合など行
政はどう考えているのか教えてくだ
さい。

災害時では、まず、自分や家族の安全確保が優
先されますので、町内会の支援者の方に法的な責
任などを負わせるものではありません。避難行動
要支援者の方についても、必ず支援されることを
保証するものではないことを伝えています。

⑵今年の除排雪計画について

路線を除排雪しても、すぐに雪を出
すので、道幅が狭くなる路線での対策
を講じてほしいです。

その道路の場所や条件により、すぐに幅員が
狭くなる路線があります。多くの場合は幹線に
面する枝線の幅員が狭いために、幹線道路に除
雪した雪を出しているものと地先からの雪出し
によるものと認識しています。町内会なども含
めた枝道の除雪方法のあり方、現地状況を再確
認し、必要に応じて対応したいと考えています。

入居者が独居老人のみの市営住宅
の除雪に大変苦労しています。
町内会では限界があるので、毎回と

は言いませんが、溜まったときには、
除雪をお願いしたいです。

市では、一人暮らしなどで本人や協力者によ
る除雪が困難な方には、緊急時の安全確保など
を図る除雪サービス事業を行っていますので、
市・介護支援課、市・地域包括支援センターに
ご相談ください。

⑶留萌市の介護保険について

３年に１回保険料を見直していま
すが、高齢者の割合が増えていくとど
こまで高くなるのですか。
次回の改定で介護報酬を５％下げ

るという話があります。そうなれば保
険料も下がるのですか。

介護報酬の増減による影響はありますが、今
後は、高齢者人口の増加に伴う介護給付費が増
えることにより、保険料は上昇する見込みで
す。

⑷首都圏における留萌観光
　物産ＰＲについて

東京などでのＰＲは、地元の人間と
してはあまりピンとこない。外でのＰ
Ｒばかりではなく、来た人に対するＰ
Ｒ活動にも、もっと力を入れてほしい
と思います。

現在、市内で開催される全道、道北の会議や
大会などで観光パンフレットなどの配布を実
施しています。また、留萌観光協会でも特産品
の売店を臨時出店しており、留萌のＰＲを実施
しています。

⑸その他の項目について

ごみの仕分けが大切なのは理解して
いますが、高齢者世帯になると細かいと
ころまでの区分けは難しいので、もう少
し仕分けを少なくできないのですか。

細かい仕分けにより、資源化や処分場の延命
などに繋がり、ごみ袋の料金や新しい処分場を
造る際の市民負担にも影響します。平成 27 年
度も引き続き、皆さんのご協力をお願いします。

温水プール「ぷるも」の一部再開は、
利用者からは大変喜ばれています。今
年度は短期間の再開でしたが、来年度
のプールの再開にあたり、利用者から
アンケート調査するなど意見を取り
入れてほしいです。

平成27年度も26年度と同様に小学校のプー
ル授業で使用します。
また、今年度、プール授業として使用しない

夏休みの一般開放時期に、アンケートを実施し
ましたが、回答件数が少数であったため、来年
度は実施方法を改善して実施する予定です。

地震がきて、留萌市の庁舎が潰れて
しまったら防災の拠点がなくなって
しまいます。
耐震診断、建替計画など検討するべ

きではないでしょうか。

市の庁舎の建替計画はありませんが、市の庁
舎全体が老朽化してきており、特に本庁舎につ
いては、建設後 50 年以上経過していることか
ら、今後、対応を検討していきます。
なお、災害などにより市の庁舎が使用できな

い場合、市立図書館に災害対策本部を設置する
こととなっています。

市立病院の小児科は予約していな
ければ受診できないと聞きましたが、
実際はどうなのですか。急病のときに
かかれないのではと、お母さんたちが
心配しています。

現在、小児科で完全予約となっているのは、
ワクチン外来、心臓外来、内分泌外来などの一
般診療以外の外来となっています。一般診療に
ついては、予約外の受診も以前と変わりなく受
けています。

グループ別意見交換で寄せられた主な意見や質問に対する回答について（一部抜粋）


